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診断されて間もない人への情報提供資材の活用に向けた検討 

～医師や医療者が効果的に活用するには～ 

研究分担者 鈴宮 淳司 社会医療法人駿甲会 コミュニティホスピタル甲賀病院（副院長）

研究要旨 

がんの診断後間もない患者を対象として作成された情報提供資材（冊子）『がんと診断さ

れたあなたに知ってほしいこと』の普及および活用方法に関して、臨床現場の医師および病

院管理者の立場から議論に参加した。医師や医療者がこの冊子を活用するためには、冊子活

用によるメリットを周知すると共に、がん診療連携拠点病院をはじめとする各施設の管理

者や担当者（問題意識を持つ医師、がん専門相談員など）を巻き込み、主治医が診療時に冊

子を使用できる環境や体制を整備することが求められる。 

A． 研究目的 

本研究班では、がんの診断後間もない患者を対象

として作成された情報提供資材（冊子）『がんと診

断されたあなたに知ってほしいこと』の普及のため

の方策を提示することを目的としている。臨床現場

の医師および病院管理者の立場から議論に参加し、

具体的な活用方法について検討を行った。 

B． 研究方法 

臨床現場の医師および病院管理者の立場から、本

研究での調査や具体的な活用方法についての議論に

参加し、研究班内で意見交換を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、個人情報などを扱う内容ではなく、特に

倫理面の配慮の必要はない。 

C． 研究結果 

がんの診断後間もない患者を対象として作成され

た情報提供資材（冊子）『がんと診断されたあなたに

知ってほしいこと』へは、患者・家族にとって役立つ

情報が網羅的に掲載されている。冊子の作成段階で

は、患者・家族ががんと診断された事実に動揺し、必

要な情報を見極めることが困難となることやその心

情に配慮し、最も重要な情報を分かりやすく記載す

ることに努めた。そのため、医師・医療者は、診断初

期の患者・家族に説明する必要のある項目のチェッ

クリストとして、この冊子を使用することができる。

特に、就労支援や妊孕性温存、がん相談支援センター

についての情報も記載されているため、患者・家族に

とって必要な情報が説明されないといった事態を防

ぐことができると考えられる。また、医師・医療者が

冊子を活用することにより、患者・家族とより詳細な

話し合いが可能となり、診断初期から患者・家族－医

師・医療者間の信頼関係の構築に寄与することが期

待される。 

D．考察 

医師・医療者が冊子を活用することにより、患者や

家族へ必要な情報が届けられることが期待される。

今後は、本研究班での取り組み（冊子に関するオンラ

イン説明会や実際に冊子を利用した医師へのアンケ

ートおよびインタビュー調査など）を通じて医師・医

療者へ冊子活用によるメリットを周知することが必

要である。まずは、がん診療連携拠点病院をはじめと

する各施設の管理者や担当者（問題意識を持つ医師、

がん専門相談員など）を巻き込み、主治医が診療時に

冊子を使用できる環境や体制整備が求められる。

E．結論 

がんの診断後間もない患者を対象として作成され

た冊子の普及には、医師・医療者による活用を進める

ことが重要である。今後も活用促進に向けた取り組

みが必要であると考えられた。 
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